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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  新潟県立国際情報高等学校                  

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒949－7302 

       新潟県南魚沼市浦佐 5664－1                  

  E-mail  school@kokusaijouhou.nein.ed.jp               

  Website  www.kokusaijouhou-h.nein.ed.jp/               

  児童生徒数  男子 148 名   女子 216 名  合計  364 名 

        児童・生徒の年齢 15 歳～ 18 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

■ 気候変動  

■ 生物多様性 

■ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

①英語，地歴・公民等の授業内の活動 

授業で地球的課題や国際理解に関わる内容を扱い，ペアワークやグループワー

ク，プレゼンテーションなどアクティブラーニングを取り入れた学習を行ってい

る。 

 

②ＳＧＨ課題研究「魚沼学」「海外研修」における活動 

 スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）の課題研究で地元地域の魅力や課

題について学び，海外の学生に発信する活動を行っている。 

海外研修では１年生の約７割の生徒がタイ・アメリカ・オーストラリアを訪問

し，現地での授業体験，ホームステイ，フィールドワーク等を行った。また，魚

沼学で学んだ地域の魅力や課題について，現地の学生に対してプレゼンテーショ

ンを行った。帰国後は報告書をまとめたり，ホームステイ先の家族へ手紙を送っ

たりするなど，交流を続けている。 

 

③ユネスコ部の活動（クラブ活動） 

・姉妹校をはじめとする海外の学生が来校した際に，学校生活や日本文化につい

てのプレゼンテーションを行ったり，スクールバディとして活動した。 

・ベーシックインカム導入の是非についてのディベートを行い，世界の貧困問題

とその解決策について学んだ。英語ディベート大会の県予選に参加し，３位に

入賞した。 

・ユニクロの企画する「届けよう，服のチカラプロジェクト」に参加した。難民

問題について学んだあと，子供服の回収活動を行った。近隣の小中学校とも協

力して約２０００枚の子供服を回収し，送ることができた。 

 

④交流委員会の活動（委員会活動） 

 海外の学生が来校する際の歓迎セレモニーの準備や，スクールバディとしての

活動を行った。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

■ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


